
The Zoological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Zoologloal 　SOOIety 　of 　Japan

號 ・一 第 誌 雜 學 物
『
動

ぐ

以
テ

其
如
奇
心
ヲ

啓
發
ヲ

觀
察
カ
ヲ

養
成
ス

ル

昌

至
要
ノ

一

學
科

ナ

リ

且
敏

育
ノ

方
ハ

心
意

發
逹
ノ

順
岸
昌

基
カ

サ

レ

ハ

其

功
ヲ

奏

ス

ル

コ

能
ハ

サ

ル

カ

故
昌

心

理

學
ヲ

以
テ

教
育
二

必
須
ノ

學
科
ト

ス

而
ヲ

テ

心

理

學
ハ

動
物
學
ノ

學
理
ヲ

應

用
セ

ル

ニ

外
ナ

ケ
レ

ハ

動

物
學
ハ

域
リ

毛

直
サ

ス

敏

育
學
二

密
接
ノ

關
係
ヲ

有
セ

リ
’

夫
レ

本
邦
ノ

位

畳
タ

ル

北
緯
廿
五

度
ヨ

リ

五

十
度
ノ

間
二

跨
リ

テ

氣
候
塞
唆
ヲ

兼
ネ

地
昧
豐
饒
昌

γ

テ

植
物
二

富
ミ

画
野

海
川
共
宣

キ

ヲ

得
ル

ヵ

故
昌

動
物
ノ

螫…

殖
モ

亦
氈
州

慮
其
種
類
 

膀
テ

篁
ヲ
ベ

カ

ラ

ス

加
之
古
奈
吾
國
ハ

久
γ

ク

邦

戸
ヲ

鎖
シ

外
人
ノ

來
徒
ヲ

禁
ジ

タ

ル

カ

爲
メ

水

産
陸
産
共
二

固
有
ナ

ル

動
物
丿

種
類
幾
許
ナ

ル

ヤ

永
タ

其
調

査
ヲ
脳
逐

ゲ

サ

ル

者
ア

ル

ノ

ミ

ナ

ラ

ス

向
來

發
見
ス

ベ

キ

動

物
學
上
ノ

事
實
寡
少
ナ

ラ

サ

レ

ヲ

信
ス

實
昌

躰
人
ハ

吾
國
ヲ

稠

賛
シ

テ

朿
洋

二
大
公

園
ナ

リ

ト

云
フ

ト

雖
冊

吾
人
ノ

所
見
呂

俵

レ

ハ

動
物
學
研

究
ノ

爲
メ

昌

亦
天
與
ノ

一

大
實
驗
塲
ナ

ワ

ト

言
ハ

ヅ

｝

ス
曲

盍

γ

誣
玄
ロ

ニ

非
サ

ル

ベ

》

祗
會
有
盆
ノ

實
業
上
二

動
物
學
・

緊
要
ナ

ル

ハ

勿
論

他
ノ

皐
科
晶

郵
ヲ

テ

共
關
係
ノ

密
ナ

ル

ハ

前
條
二

逋
ル

カ

如
ク
一

；
テ

動
物
學

ハ

理
學
一

般
・

疑
捗
ヲ

諜
ル

カ

爲
メ

ニ

之
ヲ

深
ク

研

究
ス

ル

ノ

要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

，

ア

〃

ノ

ミ

ナ

ラ

三
個
入

蠶
ノ

髻

蛋
ア

ハ

亦
缺
〃

ベ

カ

刀

サ

ル

ノ

學
科
ナ

ワ

而
ヴ

テ

諸
般
ノ

實
業
學
事
共
二

飭
一一

其
緒
二

就

雫

今
牌
昌

事
業
ノ

改
瓦
ト

學
理
’

攻

究
ヲ

要
ス

ル

ノ

時
邂
二

際
ビ

リ

加
フ

ル

昌

吾
人
ハ

動

物
學
研

究
ノ

爲
メ

ニ

外
人
ノ

羨…
暴

ス

触

所

ノ

頗
ル

便
宜
ノ

地
位
ヲ

占
有
セ

リ

是
レ

今
回

此
雜
穂
ノ

發

兌
ア

ラ

シ

メ

タ

ル

所
以
ニ

ヲ

テ

以
テ

廣
グ

共
學
理
ヲ

講
ジ

兼
子

テ

其
普

及

ヲ

誄
ル

ノ

一

助
ト

爲
サ

ン

ト

ス

　
　
　

O
蠶
蛾
批

話

　
　
　
　
　
　

東
凉
農
林
學
校
敷

授

　
佐

々

木

忠
二

郎

蠶
蛾
ハ

亠

ハ

脚
蟲
類
の

一

目
な
る

麟
翅

類
に

屬
す

る

蟲
に

ー
て
羅
甸

　
　
　
　
　
ヨ

こ

ヨ
ず

ぜ

バ

　
　
　
　
　
　
　
ヨ
ほ

ユロ

語
に

て

之
Y冖
ポ
ン

ビ

キ

ス

、

毛

り

1

玄
云
ふ

雌
蛾
ハ

躰

軈
肥
へ

太

砂
て
腹
部
尤
も

肥
ゑ

雄
蛾
ハ

躰
題
雌
蛾
よ

り

小
に

ー
て

腹
部
（

雌

蛾
の

揉
に

肥

大
な
ら
ず

几
て

蠶
蛾
の

躰
嘔
把

る
や

之
を
分
ち

て
頭

胸
腹
の

三

部
と
な
ず
三

部
共
に

鱗
毛

に
て

密
に

被
れ

だ

る

か

故
に

共
皮
露
ハ

之
Y
露
n

ず
泣

な

し
共
麟
毛
の

如
き
ハ

哺
乳

動

肋
の

躰

膕
に

生
せ

る

も

の

ピ
ハ

共
質
も

形
も

異

な
り
て

反
て

魚
麟
斌

類
似

せ

り

鱗
毛
ハ

其
形
ち
一

標
な
ら
ず
巴

雖
も

大
約
李

扁
に

〜
て
勗
子べ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
p

「

蠶
蛾
の

話

鎗
一

卷

「

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Zoological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Zoologloal 　SOOIety 　of 　Japan

旨 五 十 月 一 十 年 一 廿 治 明

留
娥
の

話

第
一

卷

四

の

如
く

蓋
に

霧
多
の

攣
・

を
存
・

異
寥
め

犇
る

處

少
許
の

鼕
粗
毛
を
生

薨
り

加

県
枝
の

全

鹿
藕
形
の

剄

に
ハ

一

本
の

細
き
莖
を
具
へ

夊
共
遊
離
緑
ハ

ニ

枝

乃
至
八

枝
に

分

　
紋
を

存
症
且
っ

共
宋

端
n

尠
く
尖
り

其

尖
り
児

る

處
ハ

裸
体
に

し

だ

れ

毎
枝
次

第

に

細
ま
り

鏤
の

樣
に

喬

り

て
終
妙
牝

り

但
ー

麟
も

　

て

更
に

粗
毛
の

如
き
も

の

Y
生
ず

る

と

巴

な

く
叉
涯

小

枝
の

軸
部

の

中
ち
に
ハ

扇

子
の

状
を
爲
さ

ず
〜

て

單
に

細
長
き

茸
毛
の

状
を
　
に

は

更
に

透
明

な
る

細

長
き

線
の

縱
に
走
れ

る

も
の

あ

り

此
線
の

爲
1
た

る

者
あ

り

或
n

茸

毛
の

宋
端
僅
に

裂
け

て

二

枝
Y
な
さ

ん

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
性
質
ハ

未
た

充
分
に

　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

巴

す
る

者
あ
り
故

に

二

枝
乃
至
八

枝
に

襲
け
北

る

麟
毛
の

如
き
も

　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

了
知
ず
る

こ
巴

能
は

　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
二

嗣

皆
茸
毛
の

状
を

爲
ー
児

る

も

の

よ

り

變
ー

成
砂
π

る

と

明
か

な

り

　

　

　

　

　

　
ざ
れ

こ

も

多
分

紳
經

蠶
蛾
の

頭
部
n

稍
や

小
に

ー

て

縱
に

短

く
し

て
横
幅
廣
く
其
左
右

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
絲
に

し

て

觸

威
の

作

に
ハ ．

壹
個
っ

、

複
張
を

具
ふ

其
色
ハ

黒
く
し

て

光
澤
あ
り
観

眼
ε

　

用
を
宰
ど
る

も

の

昏
る
べ

し
（

第
貳

圖）

複

眼
宦

の

間
に
（

二

本
の

觸

鬚
を

生
ず

觸
鬚
ハ

三
十
三

個
の

環
篩

　
蠶
蛾
の

口

は

頭
部
の

裏
に

闘
き

之
れ

あ

存
ず

る

附
器
n

大
ひ

に

他

よ

り

成
り

て

其
根
部
を、
成
せ

る
一

環

節
n

最
も

大
に

其
餘
の

凄
節

　
の

蟲
類
に

存
ず

る

も
の

区

は

共
組
立
Y

異
に

な
せ

り
凡
う
亠

ハ

脚
蟲

ハ

何
れ

も

小
に
17

倚
ほ

觸
鬚
の

宋

端
に

向
ひ

て

次
第
々

々

に

細

　
類
の

口

に
ハ

ニ

樣
あ
り
一

ハ

咀

嚼
口

と

云
ひ
一

は
阪

收
口

と

云
ふ

小
産

な
る

觸

鬚
の

左
右
よ

リ
ハ

各
々

三

十
三

本
の

枝
を
出
し

其
枝

　
前
者
ぬ

能

く
食
物
を
岨
嚼
ず

る

に

堪
へ

後
者
は

之
れ

を
咀

嚼
ず
る

の

左
右
よ

り

再
び

夥
多
の

小

枝
を
出
し
π

砂
（

第
一

圖
）

此
枝
渦

　
ヒ

霍

を
得
ず

ー
て

單
に

液
汁
Y
販

收
す
る

に

逋
へ

り
岨

嚼
ロ
バ

六

觸

鬚
の

爾

端
に

於
て
n

長
け

短
1
ε

雖
竃

唱

共
中
央
に

向
て
次
第

　
脚
蠹

類
の

口
の

摸
範
と

も

云
ふ

べ

き
も

の

に

ー

て
其
ロ

に
n

上

唇

に

長
く
な

る

今
ま

夊
把

右
の

小
枝
を
撮
り
之
を
顕

薇
鏡
の

下
に
照
　

下

唇
土

顋

下
顋
の

四

附
器
Y

存
ヒ

下
顋
Y

以
て

食
物
Y
口

膣
内

に

　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　

し

競
る

時
n

其

滿
面

に
酒

短
　

持
陀

ー

め

上
顋
に

て

之

を
咀

噂
な
ず
な

野

街
ほ

下
願
に
ハ

下
顋

鬚

争一
圜

　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　

小
の

粗
毛
を
密
生
ー

其
問
に

　
下

唇
に
ハ

下
唇
鬚
あ

り
て

各
々

觸

慮
の

作

用
を

掌
ざ
る
」

吸

政
ロ

．、

丶

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Zoological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Zoologloal 　SOOIety 　of 　Japan

，

號 一 第 誌 雜 學 物 動

ハ

通
側
鱗
翅
類
へ

蝶
蛾
の

類
の

総
稱
）

に

見
る

虞
に

ー

て

此
者
に

て

n

上
唇
土

顋
及
び

下
唇
n

何
れ

も

共
顎
逹
不

完
全

に

ー

て
下
願
と

下
唇
鬚
ε

は

著
ー
く
發
逹
せ

る

な

り
特
に

下

顋
の

如
き

は

伸
長
；

て

細
管
の

状
を
爲
−

之
れ

に

て
袴
蜜
な
ピ

Y
吸

收
ず
下
唇
鬚
も

亦

變
ー
て

瓣
航

Y
爲
；
密
に

毛
を
被
む

り
多
く
は

之
れ

Y
口
の

前
面

に
挺

出
ず

斯
く

て

鱗
翅

類
n

共
下
顋
Y
用
ひ

ざ
る

時
ハ

必
ず

之
れ

を
螺
旋
形
に

捲
曲
し
て

瓣
状
を
爲
−
牝

る

下

唇
鬚
ε

下
唇
鬚
巴

の

問
に

容
れ

置
く
ゑ

り

蠶
蛾
も
亦

瞬
翅
類
の

一

種
益

れ

ど

も

共
ロ

鄒

の

具
合

ひ
ハ

火
に

右
に

陳
べ

艶

る
も

の

巴

異
唇
り
跿

り

固
よ

サ
上

唇
工
顋
及
び

下
唇
の

如
き
ハ

其
形
ち

何
れ

も

不
完
全

な
り
区

ず
る

も

術

ほ
上

唇
の

如

き
n

共
質
稍
や

硬
く
；
て

弓
胱
を
爲
し
口

腔
の

上
に

位
−

下

顋
は

共
形
ち

蝶
類
の

日

部
に

於
け
る

が

如
く
綱

長
き

管
の

胱
Y
成
ず
こ
巴

ゑ

く
反
て

軟
か

な
る

三

角
が

た

の

嚢
の

状
を

な
ー
下
唇
は

其
蛮
逹
甚
北

不

完
全

な

り
宵

雖
ど

も

下

唇
鬚
ハ

能
く

發
達
し

各
々

三

個
の

環

節
よ

り
な

望

て

密
に

毛

を

被
り
た

り
（
第

三
圖）

蓋
11
蠶
蛾
ハ

他
の

鱗
翅
類
に

於
け
る

が

如

く
敢
て
食
物
Y

要
ゼ

ざ
る

も

の

な
れ

ば

共
口
た

る

や

咀

嚼
口

若
く
ハ

吸

牧
口
の

組

合
に

徹
n

ず
し

て

只
だ

蠶
醐
よ

り
邉
出
ん

宦

す
る

時
に

留
弱
唾

掖

　
　
　
蠶
蛾
の

話

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
一

ー

餓
難
嚇

飜
囃
舗

複
眼
ハ

其

形
ち

球
状
に

し

て
光
澤
あ
り
之
れ

を
顯

微
鏡
に

て

篤
足

覦
察
ず
る

時
は

数
多
の
亠

ハ

角

紋
よ

り
成
り
た

る

を

認
る
べ

ー

其
亠

ハ

角
紋
ハ

何
れ

も
一

個
の

單
眼
に

比
ぶ
べ

き
も

の

艶

る

が

故

に

複
眼

ハ

單
眼
の

集
合
に

依
て
形
成
ゼ

る
も

の

竃

云
ハ

さ

る
べ

か

ら
ず

蠶
蛾
の

胸
部
n

殆
巴

長
方
形
に

ー
て
其
背
面
に
n

四

枚
の

翅
を
具

へ

裏
面

に
ハ

亠

ハ

本
の

脚
を
具
ふ

翅
n

之
れ

を
分

ち
て

前
後
の

二

種

巴

爲
｝
前
翅
ハ

後
翅
よ

り

尠
1
く
大
に

ー
て

三

角
形

を
爲
し

後
翅

ハ

殆
客

同
脚
三

角
の

腴
を

爲
雰

今
ま

翅
の

鱗
毛
Y
取
去
り

之
を
靦

る

時
ぬ

其
状

恰
も

透
迺
り
だ

る

黥
膜
の

如
ー

に
ー
て
中
ち
に

翅
脈

の

存
ず
る

あ

り
で

且
っ

室
氣
管
Y
も

存
ヒ
た

切
顯
微
鏡
を
以
て

調

査
す

る

時
ハ

翅
服
の

中
に
n

血
球
の

循
猿

す
る

を
靦
る

こ

達

を

碍

叉
泥

室
氣
管
n

詩
多
の

小

枝
を
分

出
し
て

縱
横
に

之
れ

を
配
布
せ

る

を
覦…

う
べ

き

な
り

蠶
蛾
の

腹
部
n

其・
大
さ

胸
部
の

三
四

倍
も

あ

り
て
雄

蛾
の

腹
郡
n

雌
餓
の

腹
部
に

比
ず
れ

ば

遙
に

小

ゑ

り
と
ず

雌
雄
の

隱
具
ハ

何

れ

第
一

卷

五

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Zoological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Zoologloal 　SOOIety 　of 　Japan

日 五 十 月 一 十 年 一 廿 治 明

蠶
蛾
の

話

第
一

卷

亠

ハ

も

腹
部
の

末

端
に

存・
じ

雌
の

生
殖

機
は

卯…
巣

、

喇「
叭

管
、

隱

沍
、

隱

門
等
よ

り
な

り
徇
ほ

貯
精
嚢

、

講
謨
腺

、

受
精
嚢
等
の

附
器
を
存
ず

卵
集
（

二

個
あ

塑

て

各
々

右
区

左
巴

に

共
位
置
を

占
め

何
れ

貼

四

本
の

卵

糞
管
と

稱
ふ

る

細
長
き

管
よ

り
な
る

卵

與
管
ハ

之
軋

Y
分

ち

て

端

絲
、

原
卵

災
、

具
正
卵

藥
管
巴

の

三

部
ε

ず

四

本
の

卵

巣

管
は

皆
共

端
絲
に

て
相
連
な

り
艶

砂
区

雖
ご

も
一

々

之
れ

Y
離
ー

分
っ

と

を
得
べ

く
叉
だ

四

個
の

卯
欒
管
は

其
具
正

卵

輿
管
の

末

端

に

て
合

し

て
一

ε

な

り

喇
叭

管
ゐ

其
口

を

闘
く
斯
く
の

如
く
二

佩

の

卵
巣
よ

砂

伸
出
せ

る

剛
叭

管
ハ

再
び

合

〜

て
一

管
遒

な
り

陰
道

に

共
口

を
開
き
從
て

陰
門
に

終
り
た

り
貯

精

嚢
は

細
管
に

て
陰
道

の

牟
ば

に

共
口

を

開
く
も
の

に

し

て
貯
精

嚢
は

厚
膜
よ

り

成
り
牝

る

橢
圓
嚢
の

腴
を
爲
−
共
翻
よ

り
長
短
二

枝
に
分
か

れ

艶

る

細

管

Y

出
だ

そ
受
精
嚢
n

陰
門
の

下
位
に

在
り

て
別
に

陰
門
の

下
ゐ

其

口

を
開
く

此
嚢
も

亦

厚
き

被

膜
に

て
な
れ

る

長
橢
圓
の

も
の

に

ー

て
之
れ

よ

り
一

管
Y

出
ー
て

陰
邁
に

其
口

を
開
く
但
−

其
ロ
バ

貯

精
嚢
の

開
口

に

對
せ

る

を
常
竃

そ
雄

蛾
ハ

雌
蛾
9
交
尾
す

る

際

に

ハ

陰
莖
を
ー
て
受
精

嚢
の

開
口

よ

り

差
入
れ

精

蟲
を
受

楠

嚢
内
に

注
入
ず

是
に

於
て
精

蟲
ハ

陰
道
内
に

入

込
み

從
つ

て
貯
精

嚢
内
に

進
入
〜
是
に

滯
留
；
那
子

卵
欒
Y
辭

ー
陰
道

に
下
だ

る

に

臨

み

貯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
亀

精
嚢
よ

砂
精

蟲
出
で
、

卵

子
に

接
ず
る

ε

云
ふ

も

精
蟲
n

大
豹

陰

道
は

勿
論
逡
く

渤
り

て

喇
叭

管
の

卵

奥
管
に

接
ず

る

處

ま
で

も

進

み

入
る

に

依
り
隨
分

卵
子
n

此
處
に

て
も

精

蟲
に

接
ず
る

こ
巴

Y

得
べ

ー

叉
陀

陰
道
に

開
け
る

ロ
の

下
に

譁．
謨
腺
の

一

口

を

開
く
護

謨
腺
ハ

ニ

個
あ

夢

て
各
々

細

長
き

嚢
の

状
を

な
し

共
末
端
ハ

許
多

の

小

枝
に

分
把

れ
泥

り
此
處
に

て
分
泌

驤
生
せ

る

護
謨
液
ハ

右
の

細
長
き

嚢
の

内
に

入

り
て

こ
ζ

に

積
集
！
從
つ

て

之
を

陰
馗

内
に

輪
致
ず

卵

子
（

護
謨
腺
の

口

を
開
き
陀

る

陰
遘
の

部
に

下
夢
把

る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
’

時
ハ

則
細

長
き

嚢
の

内
に

積
集
せ

る

護
謨
質
に

て

包
ま
れ

母
蛾
卵

子
Y
産

下
ず

時
n

卵
子
ぬ

其
周

り
に

纏
着
ゼ

る

謹

謨
質
に

依
て
其

産
下
−

控

る

塲
所
に

確
逞

纒

着
し

容
易
に

晩
落
ず
る

こ
霊

秀
ー

今

ま

卵
手
旙

卵
輿
管
の

何
れ

の

部
に

於
て
産
生
ず

る

か

宦

蕁
繊

る

に

實
に
原
卵

集
を
以
て
共
根
據
ε

セ

ず

爐
卵

欒
内
に
ハ

大
爪

各
種
の

圓
か

な
る

細
胞
あ

り
て

何
れ

も

中
ち

に
胚

珠
を
含
み
泥

砂

共
圓
か

な
る

細
麗
鴇

五

六
顆
範
一

纏

設
り
冠

な
り

て
次
第
々

々

に

興
正

卵

集
管
内
に

下
り
入
る

な

り
こ

上

に
あ

ひ

て

右
五

六

顆
の

細
胞
塊
の

中
ち
其

｝

方
に

存
ず
る

一

細

胞
ハ

其
質
何
巴

な

く
餘
の

細
胞
竃

異

L
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號 一 第 誌 雜 鼻 物 動

な
り

て

勸
め

て

卵
細
胞
巴

稱

ふ
る
も

の

巴

な

り
醗
の

細
胞
n

卵
黄

細
胞
ε

稱
ふ

る

も
の

巴

な
る

共
後

卵
綱

胞
ハ

次
第
に

増
大
ー
中
ち

に

卵

黄
Y
生
ず

葢
i
右
の

如
く
卵
細

胞
を
ー

て
増
大
せ

ー
む
る

も

の
ハ

卯
黄
細

胞
の

供
給
に

據
る

も

の

≧

如
ー

斑
く
て

卵
細
胞
ハ

壇

大
せ

る

期
に

逹
し

な
ば
一

層
の

細
皰
よ

り
な

り
箆

る

被

膜
に

て

包

ま
る

≧

を
常
と

ず
れ

ピ
も

街
ほ

卵
綱
胞
の

一

極
酒

此
細
胞

層
に

て

包
ま
れ

ず

し

て
こ

主
に
一

小

孔
を
餘

ず
是
れ

後
ち

に

卵
孔
若
く
ハ

卵
門
ざ

禰
ふ

る

も

の

巴

な

り
精
蟲

を

ー
て
卵
手
内
に

闖
入
ゼ

し

む

る

粍

め
の

開
孔

を
セ
ず

右
の

緬
胞

層
ハ

勘
め

に
れ

軟
嫐
な
れ

こ
も

后
ち

に
抑

堅

實
に

な
り
卵

殼
を
形
威
す
る

な

り

雌
蛾
ハ

蚕
幽

を
辭
ー
出
て
泥

る

時
に
ハ

卵
輿
管
内
に

存
ず
る

卵

子

　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　♂

ハ

既
に

下
り
て

喇
叭

管
内
に

在
り
期
く

て
雌
蛾
ハ

雄
餓
巴

交
尾
す

る

な
ら
ば

精

蟲
n

陰
馗

に
充

塞
−

術
ほ

喇
叭

管
の

卵…
巣

管
に

接
ず

る

處

ま
で
も

遡
勤
行
き

餘

り
あ
る

時
ハ

貯
精
嚢
の

中
ち
に

入

込
む

が

如
−
故

に

卵

欒
管
を
辭
ー
出
で

北

る

卵

子
喇
叭

管
内
に

下
り
入

れ

ば

此
處
に

て
卵

子
n

精

蟲
Y
受
け

受
胎
そ
る

も
の

敢
て

尠
か

ち

ざ
る

が

乙

ざ

く
卵

子
の

椅
蟲

を
受

く
る

は

陰
道
の

み

に
於
て

ゼ

ざ

る
が

如
−

葛

雌
蛾
の

陰
具
は

腹
部
の

末
端
に
あ

り

て
其
上
の

方
に
n

尠
く

彎
曲

せ

る

扁
長
板
左

右
よ

り
出
で

≧

中
央
に

て
相

接
ー

叉
陀

下
の

方
に

は
一

枚
の

凵
形
の

角
質
板
を

存
ー

其
牛
ば
頃
に

一

の

大
ひ

な
る

切

目
を
存
ー

其
左

右
に

逕
な
る

遊
離

緑
に
ハ

各
々

四

個
の

小
隆

起
を

具
へ

徇
ほ

凵
影
の

角
質
板
の

兩

臂
ハ

次
第
に

細

ま
郵
て

尖
り

英
の

尖
端
n

上
の

方
に

存
す

る
二

枚
の

角
質
板
の

一

端
に

接
〜
以

て
是

に

橢

薗
形
の

塲
所
を
園
む

此
園
ひ

の

中
央
に

ハ

一

個
の

肉

質
の

腫

起
を
存
ー
之
れ

に

僅
々

の

粗
毛
Y

生
ず

此
肉
質
腫
起
の

申
央
に
n

幅
狹
き

縱
孔
を

開
く
此
縱
孔
n

即

陰
門
な
れ

ご

も

陰
莖
を
容
る
ヒ

を
許
さ

ず
し
て

只
だ

卵
子
を
産
み

下
ず
の

用
に

供
す
る
の

み

な
り

且
叉
陰

門
の

上

位
に
ハ

肛
門
を
開
き
陀

れ

ど

も

常
に

陰

門
巴

全
樣

に

周
り
の

肉
質
腫
起

に

園
ま
れ

表
て

に

は

其
口

を

現
は

す

と
巴

な

ー

此
肉
質
腫
起
の

巾
ち

に
め

自
由
に

察
氣
を
出
入

壱
る

Y

得
べ

け

れ

ば

蠶
蛾
將
に

卵
子

を
産
孚
ん

巴

す
る

時
に
恰

右
腫
起

を
綱
管
の

如
く
に

抻
出
；

之
れ

に

生
せ

る

粗
毛
に

て

卵

子
を
産
付
く
る

に

都

合
よ

き

塲
所
を
探
る

な
り

叉
泥

陰
門
及
肛
門
を
開
け
る

肉
質
腫
越

の

下
園
ひ

を
な
ゼ

る

凵
形
の

角
質
板
の

下
に
も

三
角
形
の

角
贋
板

．

を
具
へ

彼
れ

嵳
讐
の

麗
n
一

個
の

細
孔

を
開

窪
篁
無

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‘
　

“
三

　

　

　

　

　

　
　

第
一

卷

　

　
　

七

翌 釁群
う ．

潔
蛾
の

話
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動
物
の

卵

筑
一

卷

八

即

受

精
嚢
の

開
ロ

に

ー
て

陰
莖
の

容
る

を
許
る

ず

處

な
り

　

　
　

●
動
物
ノ

卵
（

恥
ご

倫
敦

肅
聯

螻
繝

煽

郎

　
今
ヤ

動
物
學
雜
誌
ノ

世
二

出
ヅ

ル

晶

際
ヲ

余
ハ

拙
劣
ヲ

顧
ミ

ズ

今
回
動
物
發

生

學
ノ
⊥

〈

意
ヲ

論
逋
セ

ン

ト

欲
ヲ

タ

レ

田

退
テ

本

誌
發
行
ノ

圭

旨
ヲ

考
フ

ル

昌

先
ヅ

務
メ

デ

李

易
二

動
物
學
ノ

夫

　
意
ヲ

設
キ

簡
ヨ

リ

密
二

入
リ

粗
ヨ

リ

糖
二

及
ボ

ッ

漸
次
昌

本
邦

　
入
ヲ

シ

テ

動
物
學
ノ

實
理
ヲ

講
習
セ

シ

メ

以
テ

期
學
ノ

旺

盛
ヲ

謀
ラ

ン

ト

欲
ス

ル

毛

ノ

4

他
ナ

ラ

ザ
ル

ガ

如
ヴ

茲
呂

於
テ

余
ハ

　
先
ヅ

本
誌
ノ

勅
號
昌

於
テ

ハ

動
物
ノ

卵
｝

題
ス

ル

一

篇
ヲ

記
載

　
シ

以
テ

讀
者
ノ

一

覽
二

供
ヲ

傍
ラ

初
學
ヲ

シ

デ

發
生
學
二

入
ル

　
ノ

階
梯
タ

ラ

》

メ

ソ

ト

欲
ス

然
レ

陪

勵
物
發
生
學
−

研
究
昌

關

　
シ

テ

ハ

近
來
曾

友
中

專
修
ノ

任
、

共
人
昌

乏
カ

ラ

ズ

故
昌

矮

生

　
學
ノ

記
事
論

設
ノ

如
キ

ハ

ソ

ノ

號
ヲ

逐
フ

テ

頻
々

多

數
ヲ

占
ム

　
ル

論

至
ラ

ン

是
レ

余
ノ

深
ク

信
ジ

テ

疑
ハ

ザ
ル

所
ナ

リ

古
來
東
洋
ノ

本

草
家
ハ

動
物
ノ

生
産
二

胎
生

、

卵

生
ノ

ニ

別
ア

ル

ヲ

既
二

論
ヴ

及
ポ

セ

リ

甲
ハ

牛
、

馬
、

猫
、

犬
ノ

如
グ

毋

体
ヨ

ワ

共

兒
ヲ

毒

出
ス

ル

晶

當
リ

テ

ヤ

飢
二

四
肢
ヲ

具
へ

以
テ

能
ク

活
動
ス

ル

笹

ノ

ナ

リ

ト

雖
障

乙
昌

於
テ

バ

然
ラ

ズ

ソ

ノ

母

体
ヲ

出
ヅ
ル

島

當
り

其

胎

見
、

未
タ

其

肢
ヲ

爲
ス

ニ

至
ラ

ズ

故
昌

之
ヲ

保
護
ス

々

二

殻
皮
ヲ

以
テ

セ

リ

世
A
之
ヲ

遯
稱
シ

デ

卵
ト

云
フ

是
レ

卵
生
ノ

稱
ア

ル

灰
以
ナ

リ

爾
後
卵
ノ

内
部
二

於
ケ

ル

胎
兇

漸
次
蟹

育
ス

ル

畠

至
レ

パ

其
殼
ヲ

破
ワ

活
綴
ナ

ル

兒
、

始
メ

テ

孵
出
ス

烏
、

鳶
、

雀
、

鷄
ノ

如
キ

皆
然
り

語
ヲ

換
フ

レ

パ

乙
ハ

其
兄

、

甲
ノ

如
キ

充
分

發

育
ノ

期
二

先
テ

蚤
〃

既
畠

母

体
ヲ

離
レ

出
フ

ル

モ

ノ

ナ

9
西
洋
昌

於
テ

モ

亦
此
卵

生
、

胎
生
ノ

ニ

別
ア

ル

ヲ

論
ゼ

リ

實
二

先
哲
ア

リ

ス

ト

ー

ッ
ル

ノ

如
キ

ハ

之
ヲ

以
テ

動

物
ヲ

區
別
ス

ル

ノ

徴
證
ト

ナ

γ

隨
テ

胎

生
動
物

、

卵
生
動
物

等
ノ

稱
ヲ

以
テ

之
ヲ

分
テ

リ

爾
後

碩
豊・

判
氏
（

輩
ハ

人
）

ノ

時
气

至
ル

モ

獪
ホ

之
ヲ

習
用
セ

リ

夊

貝
原
篤
信

先
生
ノ

大
和
本

草
（

第

壹
卷
卅

二

丁
）

ヲ

按
ル

呂

動

物

ノ

生
出冖
ヲ

分
テ
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